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作品 86≪Sechs Lieder/6 つの歌曲≫に初めて「低声のため」という指示があり、その後の
作品 94≪Fünf Lieder/5 つの歌曲≫、作品 105≪Fünf Lieder/5 つの歌曲≫にも同様の文言
2 
 
が見られている。さらに前述の作品 91 はアルトのための作品であり、作品 121≪Vier 
























































い作品(民謡集の編曲を含む)が 92 曲にものぼる。それは、18 歳のブラームスの作品 7 の 6
＜Heimkehr/帰郷＞(1851)から、死の前年に作曲された作品 121≪4 つの厳粛な歌≫(1896)
まで、彼の創作時期において万遍なく作曲されている。 
この章では、ブラームスの歌曲について以下の 4 点について述べる。 
 
第 1 節 民謡とのかかわり 
第 2 節 詩人の選択 
第 3 節 歌曲集としてのまとまり 





































                                                   
1門間直美『ブラームス』東京：春秋社、1999 年、73 頁。 














くは女声）でも 70 曲ほどの編曲が残されている。 
さらに、作品番号のある独唱歌曲 196 曲のうち、42 曲の歌詞が民謡詩から採られてい
る。それは、初期から後期まで、広範囲にわたっている。その中でも、作品 14≪Acht Lieder 
und Romanzen/8 つの歌曲とロマンス≫(1861)では全 8 曲中 7 曲、作品 48≪Sieben 
Lieder/7 つの歌≫(1868)では全 7 曲中 5 曲、作品 69≪Neun Gesänge/9 つの歌≫(1877)
では全 9 曲中 5 曲が民謡詩であり、集中して民謡詩に作曲していた時期もある。ドイツ民
謡に限らず、ボヘミア民謡やスロヴァキア民謡をドイツ語訳した詩も含まれており、そこ
には作品 103≪Zigeunerlieder/ジプシーの歌≫(1888)の 8 曲も含まれる。 
このように、ブラームスの歌曲は民謡と密接な関係がある。その中でも特に、アントン・
ヴィルヘルム・フォン・ツッカルマーリョ Anton Wilhelm von Zuccalmaglio(1803～1869)
の編纂した『Deutsche Volkslieder mit ihren Original-Weisen/ドイツ民謡とその原曲』か
らの付曲が多く見られている。ブラームスはこの楽譜から歌詞を採って作曲したり、収め
られた旋律に対して編曲を施している。 
                                                   
1グスタフ・イェンナー『ブラームス回想録集 第三巻 ブラームスと私』 天崎浩二・関





















第 2 節 詩人の選択 
  
民謡詩以外の詩に対する付曲で目立って多いのが、ルートヴィヒ・ティーク Ludwig 
Tieck 3(1773～1853)による 15 曲であるが、これは連作歌曲集作品 33≪Fünfzehn 
                                                   
1同前、408 頁 
2エルンスト・シャーデ『ルートヴィヒ・エルクと近代ドイツ民謡学の展開』坂西八郎訳、




Romanzen/15 のロマンス≫であり、ティークの『Wundersame Liebesgeschichte der 
schönen Magelone und des Grofen Peter aus der Prouvence/美しきマゲローネとプロヴ
ァンスのペーター伯爵との不思議な恋物語』の中の 15 編の詩に作曲されたものである。
その他の詩人では、ゲオルク・フリートリヒ・ダウマーGeorg Friedlich Daumer1(1800～




ラームスが付曲したものが目立つ。作品 57≪Acht Lieder und Gesänge/8 つの歌≫(1871)
は、すべてダウマーの詩によるもの、もしくは彼の訳詩で構成されている。また独唱歌曲
ではないが、有名な 4 重唱曲集の作品 52≪Liebeslieder/愛の歌≫と作品 65≪
NeueLiebeslieder/新・愛の歌≫はダウマーがドイツ語に訳した詩集『Polydora/ポリドー
ラ』から歌詞が採られている。 

























作品 69 の 3＜Regenlied/雨の歌＞(1873)であった。年の差がありながらも 2 人は大変親し
くなり、1888 年の夏には共にトゥーンに滞在した。ここでグロートの詩による作品 105
の 1＜Wie Melodien zieht es mir/歌の調べのように＞(1886)が作曲されている。 
また、カール・カンディドゥス Carl Candidus1(1817～1871)の詩には 6 曲、カール・
レムケ Carl Lemcke2(1831～1913)の詩には 7 曲をそれぞれ付曲している。この 2 人とは
直接のかかわりはなく、ブラームスが付曲しているということ以外では特に知られること
のない詩人である。特にレムケに関しては、作品 105の 5＜Verrat/裏切り＞に付曲した際、













4Lucien Stark,A guide to the solo songs of Johannes Brahms(Bloomington : Indiana 




テ Johann Wolfgang von Goethe(1749～1832)の詩に、ブラームスは 5 曲作曲している。







うこともあまりしていない。ブラームスは、1886 年に出版された作品 96 において、全曲
ハインリヒ・ハイネ Heinrich Heine(1797～1856)の詩による歌曲を並べる予定であった。
しかし実際は、4 曲中 3 曲がハイネのもので、2 曲目の＜Wir wandelten/私たちはさまよ
い歩いた＞のみ、ダウマーの詩によるものである。もともとこれに代わるものとして、ハ






第 3 節 歌曲集としてのまとまり 
  
ブラームスは歌曲を出版する際、何曲かまとめたものにひとつの作品番号をつけている。
                                                   
1三宅幸夫「ブラームス、ヨハネス」、『ニューグローブ世界音楽事典』東京：講談社、1996
年、第 15 巻、214 頁。 




例えば、最初に出版された作品 3 は≪Sechs Gesänge/6 つの歌≫として出版されている。
作品 3 から作品 121 まで、32 もの歌曲のまとまりがある。家族でブラームスを支持して






ラのための作品 91≪2 つの歌≫、作品 121≪4 つの厳粛な歌≫であり、これらはひとつの
作品としてまとめて演奏されることが多い。 
また、作品 103≪ジプシーの歌≫は、もとは全 11 曲からなる合唱曲であったが、独唱歌
曲に編曲されており、これも歌曲集として演奏されることが多い。さらに、詩人によるま
とまりということでは、前述した作品 57≪8 つの歌曲≫が挙げられる。これは、ダウマー





作品がいくつかある。作品 3≪6 つの歌≫(1853)と作品 6≪Sechs Gesänge/6 つの歌≫
(1853)には、「ソプラノ、もしくはテノールのため」との指定があり、作品 86≪Sechs 
Lieder/6 つの歌曲≫(1882)、作品 94≪Fünf Lieder/5 つの歌曲≫(1884)、作品 105≪Fünf 
Lieder/5 つの歌曲≫(1888)には「低声のため」と指定がある。創作時期が後期になるにつ
れて、歌曲作品に低声の音色を求めているのが特徴的である。 
                                                   





出したくなる。フランツ・シューベルト Franz Schubert(1797～1828)の≪Die schöne 





















                                                   
1Inge van rij,Brahms’s song collections,p.154. 











第 4 節 器楽曲作品とのつながり 
 
マーラーの、交響曲と歌曲の作品との密接な関わりは有名である。特に歌曲集≪Lieder 






かの例を見ると、まず 1871 年から 1881 年にかけて作曲された作品 83 のピアノ協奏曲第
2 番第 3 楽章の冒頭のチェロの旋律が、のちに作品 105 の 2＜私のまどろみはいよいよ浅
く＞(1886)に引用されている。ピアノ協奏曲は、B-dur で、歌曲は cis-moll であることに
加え、その旋律は 2 小節に満たないが、共通した雰囲気を持つ。また、同楽章の中間部の
クラリネットの旋律は、作品 86 の 6＜Todessehnen/死へのあこがれ＞(1878)の引用である。 
加えて、いくつかの室内楽曲との関わりが見られる。作品 59-3 の＜雨の歌＞(1873 年)
は、ヴァイオリンソナタ 1 番の第 3 楽章の主題としてその旋律が用いられている。さらに、
                                                   
1大崎滋生『マーラー』東京：音楽之友社、1992 年、128 頁。 
14 
 
作品 97 の 5＜Komm bald/すぐに来て＞(1885)の歌いだしのピアノの和声の進行は、作品
100 のヴァイオリンソナタ第 2 番(1886)の前奏のピアノの和声と酷似している。また、作





















                                                   
1グスタフ・イェンナー、前掲書、230 頁、232 頁。 




スペインの詩人ロぺ・デ・ヴェガ Lope de Vega(1562～1635)の詩[訳エマニュエル・ガイ




第 1 連目の歌詞は以下の通りである。 
 
Die ihr schwebet 
Um diese Palmen 
In Nacht und Wind, 
Ihr heiligen Engel, 
Stillet die Wipfel! 




















に長い音符を与えて、この 2 つの言葉を強調している(譜例 2)。この 2 つの単語以外は 8
分音符であり、強調したいこの 2 つの言葉に向かっていくようである。さらに、ヴォルフ
は文章の終わりである 5 行目までは、ブレスの間を与えながらも大きく休むことはない。






































また 1882 年に出版された作品 86 以降、「低声のため」と指定をしてまとめて出版され
た歌曲が集中している。それまでの独唱歌曲は、原調は全体的に高めであり、低声歌手が
演奏する際は移調の必要があるものが多い。1882 年以前で、原調が低声のために作曲され
ていると考えられる歌曲は、作品 43 の 1＜Von ewigerLiebe/永遠の愛について＞(1864)、
作品 43 の 2＜Die Mainacht/五月の夜＞(1866)、作品 47 の 3＜Sonntag/日曜日＞(1860)、
作品 72 の 3＜O kühler Wald/おお、涼しい森よ＞(1877)などがある。これらは、C.F.Peters
から出版されている楽譜においても、低声用、もしくは中声用に原調版がある。しかし、
作品 86 以降は出版の際に声による区別をはじめ、「低声のため」としてまとめている。 
























ゼン Julius Stockhausan(1826～1906)であろう。ブラームスとは、1856 年に低ライン地
方音楽祭で出会い、すぐに意気投合し、直後にケルンやボンで共にリサイタルを行ってい













                                                   
1三宅幸夫「ブラームス、ヨハネス」、『ニューグローブ世界音楽事典』東京：講談社、1996





1858 年 アガーテ・シーボルト 
1859 年 ベルタ・ファーバー 
1862 年 ルイーゼ・ドゥストマン 
1863 年 アマーリエ・ヨアヒム 
1883 年 ヘルミーネ・シュピース 












① アガーテ・ジーボルト Agathe Siebold(1835～1909) 
  
アガーテは、大学教授エドゥアルト・フォン・ジーボルト Eduard von Siebold(1801～
1861)の娘であり、1835 年にゲッティンゲンで生まれた。エドゥアルトは音楽愛好家であ
                                                   
1Peter Clive,Brahms and His World(Lanham,Maryland:TheScarecowPress,2006), 






ス・オットー・グリム Julius Otto Grimm(1827～1903)からの紹介で出会った。1858 年 8





14 の 1＜Vor dem Fenster/窓の前で＞、作品 14 の 4＜Ein Sonett/ソネット＞、作品 14 の
7＜Ständchen/セレナーデ＞、作品 19 の 1＜Der Kuß/口づけ＞、作品 19 の 5＜エオリア











た。これは 1859 年 1 月のことであったが、この頃ブラームスは自身初のピアノ協奏曲の
初演が不評に終わり、二重にショックを受けた。しかしブラームスはその後もアガーテを
意識した作品を残しており、彼女への未練が感じられる。作品 36＜弦楽二重奏曲第 2 番＞
22 
 
の第 1 楽章の第 2 主題では A-G-A-H-(T)-E(アガーテ)という音型が用いられている。 
 アガーテは 1868 年に医師と結婚したが、夫は彼女の音楽活動に理解を示さず、公の場
で演奏するようなことはなくなってしまった。しかし 1887 年以降、夫の死に伴ってアガ








 1858 年、ブラームスはハンブルク近郊のハムで 4 人の少女と親しくなり、女声 4 重唱
のグループが生まれた。1859 年、アガーテとの別れとピアノ協奏曲の失敗で傷心のブラー


























ていた。オペラでの功績が大きく、ベートーヴェン Ludwig Van Beethoven(1770～1827)
の≪Fidelio/フィデリオ≫のレオノーラが当たり役であった。その他のレパートリーとして、
モーツァルト Leopold Mozart(1719～1787)の≪Don Giovanni/ドン・ジョバンニ≫のドン
ナ・アンナやヴァーグナーのオペラがある。ブラームスとの出会いは、1862 年 6 月のケ
ルン音楽祭であった。この年の 9 月にブラームスはウィーンに進出するのだが、前述のベ
ルタ同様、ルイーズもブラームスにウィーン進出を勧めた一人であった。 
ルイーズは、1869 年から 1878 年にかけて、作品 32 の 9＜Wie bistdu,meine Königin/



















アのケルンテン歌劇場と契約を交わし、ウェーバーKarl Maria von Weber(1786～1826)
のオペラ＜Oberon/オベロン＞でデビューしている。その後、1862 年にはハノーファーの
宮廷歌劇場と契約し、デビュー公演のマイヤベーヤ Giacomo Meyebeer(1791～1864)のオ
ペラ＜Le Prophete/預言者＞で大きな喝采を受けた。また、ヴェルディ Giuseppe 
Verdi(1813～1901)＜Il Trovatore/イル・トロヴァトーレ＞のアズチェーナや、フリードリ
ヒ・フロトーFriedlich Flotow(1812～1883)＜Martha/マルタ＞のナンシーが当たり役で
あった。そして 12 月に同じコンサートに出演したヨアヒムと知り合い、翌年 1863 年 2 月
に婚約した。そして 5 月にハノーファーでアマーリエの引退公演を行い、6 月に結婚して
いる。引退公演の際のプログラムは＜フィデリオ＞であった。その後アマーリエは、短い
期間に 6 人もの子供をもうけたこともあり、演奏機会は一時的に減っていった。 
婚約の知らせをヨアヒムから受け取ったブラームスは、ハノーファーでアマーリエと初
めて会い、彼女の出演するグルック Christoph Willibald Gluck(1714～1787)の＜Olfeo/









残している。1860 年から 1862 年にかけて作曲された作品 28 のアルトとバリトンのため
の 2 重唱はアマーリエに献呈されている。また、声種の指定はないものの、1864 年に作











アマーリエは、作品 59 の 5＜Agnes/アグネス＞、作品 69 の 4＜Des Liebsten Schwur/
恋人の誓い＞、作品 72 の 1＜Alte Liebe/昔の恋＞、作品 84 の 2＜Der Kranz/花冠＞、作




かる1。その中で最も回数が多かったのは作品 86 の 2＜Feldeinsamkeit/野にひとりいて＞
                                                   
1Beatrix Borchard,“Brahms-3 Lieder.Amalie Joachim als Brahms-Interpretion”in 





で、続いて作品 49 の 4＜子守唄＞、作品 74 の 4＜VergeblichesStändchen/甲斐なきセレ
ナーデ＞、作品 103＜ジプシーの歌＞となっている。またアルト独唱と男声合唱のための















































 ブラームスとの出会いは、1883 年 1 月クレーフェルトの地であった。ブラームスは 50
歳、ヘルミーナは 26 歳の時のことであった。ここでブラームスは自身の＜運命の歌＞を
                                                   

















た、作品 94 の 4＜Sapphische Ode/サッフォー風の頌歌＞、作品 105 の 1＜歌の調べのよ
うに＞、作品 105 の 2＜私のまどろみはいよいよ浅く＞はヘルミーナに献呈されている。 
ブラームスはヘルミーナに対して、素晴らしいブラームス歌いであると評価をしていた。





 ヘルミーナが初演したブラームの歌曲は、作品 7 の 6＜帰郷＞、作品 32 の 7＜Bitteres 
zus agen denkst du/君はひどいことを言おうと思っているが＞、作品 47 の 4＜O liebliche 




Wangen/おお、愛らしい頬よ＞、作品 48 の 2＜Der Überläufter/心変わりした男＞、作品
59 の 1＜Dämmerunsenktesich von oben/たそがれは天より下りきて＞、作品 95 の 4＜
Der Jäger/狩人＞、作品 95 の 5＜VollschnellerSchwur/早すぎた誓い＞、作品 105 の 2＜















のアリアを歌ってデビューした。17 世紀から 18 世紀にかけてのイタリア音楽のレパート
リーも併せ持ち、ロシア、イギリス、ドイツ、オーストリアと各国を回って演奏した。 
 彼女がブラームスの歌曲を取り上げた初めての演奏会は、1889 年 3 月にウィーンで行
われた。その際、作品 3 の 1＜Liebestreu/愛のまこと＞、作品 84 の 4＜甲斐なきセレナ
ーデ＞を歌い、その月のうちにブラームスを訪問した。その時、ブラームスは彼女に対し
                                                   
1Wolfgang Ebert,“Die von Hermina Spies gesungen Brahms-Lieder,”in 










その後アリーチェは別の男性と結婚することを決めたが、1893 年 12 月にウィーンで行
われた公演では、ブラームスが伴奏を務めている。ここではイタリア歌曲に加えて、シュ
ーベルト、シューマン、ブラームスの歌曲が演奏された。ブラームスの歌曲は、作品 46
の 4＜An die Nachtigall/ナイチンゲールによせて＞、作品 96 の 1＜Der Tod,dasist die 
kühleNacht/死、それは冷たい夜＞、作品 3 の 3＜Lied und FrülingⅡ/愛と春Ⅱ＞、作品
63 の 5＜Meine Liebeistgrün/わが恋は緑＞が演奏された。 











                                                   












































本章では、第 1 章で示したブラームスの歌曲概要と、第 2 章で示した歌い手たちの情報
を踏まえながら、「低声のため」と指定のある歌曲の音楽的特徴を考察し、ブラームスが低
声の音色に与えた役割を明らかにしていく。まず第 1 節において、「低声のため」と指定







から表 3 では、第 1 節での分析対象である「低声のため」の歌曲、表 4 では作品 91 につ
いて提示する。 
 表 5 から表 10 では、18７8 年以降に作曲された「低声のため」と指定のない歌曲を提
示する。表 1 から表 4 に含まれる作品は、作品 86 の 3＜夜をさまよう人＞、作品 91 の 2
＜宗教的な子守唄＞を除いて、すべて 1878 年以降に作曲されている。そのため本論文で
は、1878 年以降に作曲された「低声のため」と指定のない独唱歌曲を、同時代に作曲され







表 1  作品 86 6 つの歌 Sechs Lieder(1882 年 7 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Therese テレーゼ ゴットフリート・ケラー 1878 年 5 月 
2 Feldeinsamkeit 野にひとりいて ヘルマン・アルマース 1879 年 5 月 
3 Nachtwandler 夜をさまよう人 マックス・カルベック 1877 年 
4 Über die Heide 荒野を越えて テオドール・シュトルム 作曲年不明 
5 Versunken 沈潜 フェリックス・シューマン 1878 年 5 月 
6 Todessehnen 死へのあこがれ マックス・フォン・シェンケンドルフ 1878 年 5 月 
 
 
表 2 作品 94 5 つの歌 Fünf Lieder(1884 年 12 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Mit vierzig Jahren 四十歳にして フリードリヒ・リュッケルト 1883～1884 年 
2 Steig auf,geliebter Schatten   
現れよ、愛する人の影よ 
フリードリヒ・ハルム 1883～1884 年 
3 Mein Herz ist schwer 私の心は重く エマニュエル・ガイベル 1883～1884 年 
4 Sapphische Ode  
サッフォー風の頌歌 
ハンス・シュミット 1884 年夏 
5 Kein Haus,keine Heimat   
家もなく、故郷もなく 








表 3 作品 105 5 つの歌 Fünf Lieder( (1888 年 10 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Wie Melodien zieht es mir   
歌の調べのように 
クラウス・グロート 1886 年 8 月 
2 Immer leiser wird mein Schlummer  
私のまどろみはいよいよ浅く 
ヘルマン・リンク 1886 年 8 月 
3 Klage 嘆き アントン・ヴィルヘルム・
フォン・ツッカルマーリョ 
1887～1888 年 




5 Verrat 裏切り カール・レムケ 1886 年 8 月 
 
 
表 4 アルトとヴィオラのための作品 91 2 つの歌 Zwei Gesänge(1884 年 12 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Gestillte Sehnsucht   
静められたあこがれ 
フリードリヒ・リュッケルト 1884 年夏 
2 Geistliche Wiegenlied   
宗教的な子守唄 










表 5  作品 85 6 つの歌 Sechs Lieder(1882 年 7 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Sommerabend 夏の夕べ ハインリヒ・ハイネ 1878 年 5 月 
2 Mondenschein 月の光 ハインリヒ・ハイネ 1878 年 5 月 
3 Mädchenlied 娘の歌 セルビア民謡 
(ジークフリート・カッパー訳) 
1878 年 5 月 




5 Frühlingslied 春の歌 エマニュエル・ガイベル 1878 年 3 月 
6 Waldeinsamkeit  
森のしじまに 
カール・レムケ 1878 年 
 
 
表 6 作品 95 7 つの歌 Sieben Lieder(1884 年 12 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1Das Mädchen  娘 セルビア民謡  
(ジークフリート・カッパー訳) 
1883 年 4 月 
2 Bei dir sind meine Gedanken  
我が思いは君のもとに 
フリードリヒ・ハルム) 1884 年初期 
 
3 Beim Abschild  別れに臨んで フリードリヒ・ハルム 1883 年初期 
4 Der Jäger 狩人 フリードリヒ・ハルム 1884 年初期 




1883 年 4 月 
37 
 
6 Mädchenlied  娘の歌 ポール・フォン・ハイゼ 1884 年初期 
7 Schön war,das ist dir weihte  
君に捧げたものは美しかった 
フリードリヒ・ダウマー 1884 年初期 
 
 
表 7 作品 96 4 つの歌 Vier Lieder(1886 年 3 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Der Tod,das ist die kühle Nacht  
死、それは涼しい夜 
ハインリヒ・ハイネ 1884 年春から初夏 
2Wir wandelten 私たちはさまよい歩いた フリードリヒ・ダウマー 1884 年春から初夏 
3 Es schauen die Blumen  花は見ている ハインリヒ・ハイネ 1884 年春から初夏 
4 Meerfahrt  航海 ハインリヒ・ハイネ 1884 年春から初夏 
 
 
表 8 作品 97 6 つの歌 Sechs Lieder(1886 年 3 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1Nachtigal ナイチンゲール クリスティアン・ラインホルト 1885 年 5 月より前 
2 Auf dem Schiff  舟の上で クリスティアン・ラインホルト 1885 年初期 
3 Entführung  誘拐 ヴィリバルト・アレクシス 1885 年後期 
4 Dort in dem Weiden   
あそこの野原に 
低部ライン地方伝承の詩 1885 年 5 月より前 
5 Komm bald  すぐに来て クラウス・グロート 1885 年 5 月 




表 9 作品 106 5 つの歌 Fünf Lieder(1888 年 10 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1 Ständchen  セレナーデ フランツ・クーグラー 1886 年夏もしくは 1887 年 
2 Auf dem See  湖上で クリスティアン・ラインホルト )1885 年 
3Es hing der Reif 霜が降りて クラウス・グロート 1888 年夏 
4 Meine Lieder  我が歌 アドルフ・フライ 1888 年夏 
5 Ein Wanderer さすらい人 クリスティアン・ラインホルト 1885 年 
 
 
表 10 作品 107 5 つの歌 Fünf Lieder(1888 年 10 月出版) 
曲名 詩人 作曲時期 
1An die Stolz 気位の高い人に ポール・フレミング 1886 年夏 
2 Salamander  サラマンドラ カール・レムケ 1888 年 7 月 
3 Das Mädchen spricht   
娘は話しかける 
オットー・フリードリヒ・グルッペ 1886 年夏 
4 Meienkätzchen ねこやなぎ デトレフ・フォン・リリエンクローン 1886 年後期 
5 Mädchenlied  娘の歌 ポール・フォン・ハイゼ 1886 年おわり 









表 11 作品 121 4 つの厳粛な歌 Vier ernste Gesänge/(1896 年 7 月出版) 
曲名 詩人(聖書箇所) 作曲時期 
1 Denn es gehet dem Menschen   
人間に臨むことは 
伝道の書第 3 章 19～22 章 1896 年 5 月 
2 Ich wandte mich und sah an alle,die 
Unrecht Leiden   
私は改めて、虐げのすべてを見た 
伝道の書第 4 章 1～3 節 1896 年 5 月 
3 O Tod,o Tod,wie bitter bist du  おお死
よ、おまえはなんと苦痛に満ちたことか 
シラ書第 41 章 1,2 節 1896 年 5 月 





紙第 13 章 





















作品 86≪Sechs Lieder≫ 
① Therese 
 
Du milchjunger Knabe, 
Wie schaust du mich an? 
Was haben deine Augen 
Für eine Frage getan? 
 
Alle Ratsherrn in der Stadt 
Und alle Weisen der Welt 
Bleiben stumm auf die Frage, 
Die deine Augen gestellt! 
 
Eine Meermuschel liegt 
Auf dem Schrank meiner Bas’: 
Da halte dein Ohr d’ran, 




























調性 拍子 速度記号 音楽形式 
D-dur 4分の 3拍子 Etwas bewegt(いくらか動きをもって) A-A‘-B の三部形式 
  
 A(第 1～14 小節)-A’(第 15～24 小節)-B(第 25 小節～39 小節)。 
前奏では、右手の躍動感のある 3 連符によって、生き生きとした情熱を感じさせる。歌
が始まってからの A と A’の箇所は、旋律とバスの動き、和声の進行は同じである。しかし、
A のピアノの右手は 4 分音符と 2 分音符のみのシンプルな動きであったのに対し、A’から
は 8 分音符が主体となり動きが出て、テレーゼが饒舌になっていくようである。強弱記号
も A の箇所の p から mp へと変化して、その様子を盛り上げる。さらに、クレッシェンド
しながら f まで気持ちが高ぶり、うぶな少年をからかうのを楽しんでいるようである。B
の箇所からは、Etwas gehalten(いくらか音の長さを保って)との指示ととともに雰囲気が












Ich ruhe still im hohen grünen Gras 
Und sende lange meinen Blick nach oben, 
Von Grillen rings umschwirrt ohn’Unterlaß,  
Von Himmelsbläue wundersam umwoben. 
 
Die schöne weißen Wolken zieh’n dahin 
Durchs tiefe Blau,wie schöne stille Träume; 
Mir ist,als ob ich längst gestorben bin 





















調性 拍子 速度記号 音楽形式 
F-dur 4 分の 4 拍子 Langsam(ゆっくりと) 2 節からなる変化有節歌曲の形式 
  
断続的に見られるバスのオクターブの動きと、前奏と間奏で見られる右手の上昇する和
音(第 1～2 小節、第 17～18 小節)は、詩にある広大な空間を描写する。また、それぞれの





まると、3 小節目からピアノの右手は 8 分音符で雲が形を変えながら流れていくような描
写を見せる。10 小節目では f-moll へと転調し、詩にある「コオロギの鳴き声」の描写を
際立たせている。さらに、21 小節目の 3 拍目「Blau/青い」という語にも f-moll の和音を
用いて色彩感を出している。続く 22 小節目「schöne stille Träume/美しく静かな夢」とい







また、変化有節歌曲の形式であるが、1 連目と 2 連目は、音の長さも不規則に異なって
いる。1 連目は 2 行目までで、「nach oben」という言葉のみを繰り返し(第 7～8 小節)、ア
ウフタクトと 6 小節分の音価であるのに対し、2 連目は「wie schöne stille Träume」とい












Störe nicht den leisen Schlummer 
Deß,den lind ein Traum umfangen! 
Laß ihm seinen süßen Kummer, 
Ihm sein schmerzliches Verlangen! 
 
Sorgen und Gefahren drohen, 
Aber keine wird ihn schrecken, 
Kommst du nicht,den Schlafesfrohen 
Durch ein hartes Wort zu wecken. 
 
Still in seinen Traum versunken, 
Geht er über Abgrundtiefen, 
Wie vom Licht des Vollmonds trunken, 





























調性 拍子 速度記号 音楽形式 
C-dur 4 分の 3 拍子 Langsam(ゆっくりと) A-A-B の 3 部形式 
  
A(第 1～24 小節)-A(第 25～48 小節)-B(第 49～77 小節) 









B の箇所では、53 小節目から 11 小節間にわたって、それまで右手が担っていたシンコ
ペーションのリズムがバスに引き継がれる。これによって、若干せきたてられる印象にな











④Über die Heide 
 
Über die Heide hallet mein Schritt; 
Dumpf aus der Erde wandert es mit. 
 
Herbst ist gekommen,Frühling ist weit, 
Gab es denn einmal seligeZeit? 
 
Brauende Nebel geistern umher; 
Schwarz ist das Kraut und der Himmel so leer,  
 
Wär ich nur hier nicht gegangen im Mai! 





























調性 拍子 速度記号 音楽形式 
g-moll 8 分の 6 拍子 Ziemlich Langsam gehend 
(かなりゆっくりと歩くように) 
A-A-B-A’の 4 部形式 
 









11 小節目からの B の箇所から、左手は変わらずに休符を伴うが、右手のシンコペーシ
ョンのリズムはクレッシェンドを伴い、推進力をもって高揚していく。13 小節目から
「Schwarz ist das Kraut und der Himmel so leer/草は黒く、天は空しい」という歌詞が 2
回繰り返される。15 小節目から 2 度目が繰り返されるが、付点 4 分音符で伸ばされながら
言葉が重みを持って表現される。しかし徐々にその高ぶりが収められ、18 小節目の「leer/









Es brausen der Liebe Wogen 
Und shäumen mir um das Herz; 
Zwei tiefe Augen zogen 
Mich mächtig niederwärts. 
 
Mich lockte der Nixen Gemunkel, 
Die wunderliebliche Mär, 
Als ob die Erde dunkel 
Und leuchtend die Tiefe wär. 
 
Als würde die seligste Ferne 
Dort unten reizende Näh, 
Als könnt ich des Himmels Sterne 
Dort greifen in blauer See. 
 
Nun brausen schäumen die Wogen 
Und hüllen mich allwärts ein, 
Es schimmert in Regenbogen 




































も接続法第 2 式現在の形で、非現実の内容であり、幻想的な雰囲気を醸し出している。 
  
表 16 
調性 拍子 速度記号 音楽形式 





A(第 1～12 小節)-B(第 13～28 小節)-C(第 29～46 小節)-A(第 47～59 小節) 
Fis-dur の色彩豊かな響きの中で、ピアノは曲全体を通して華やかな 16 分音符のアルペ




たどる。13 小節目からの B の箇所では、平行調である dis-moll へ転調する。C の箇所で
は、29 小節目から 33 小節目までの間で Es-dur へ転調し、連続する転調によって色彩が
                                                   





17 小節目から 21 小節目にかけてと、34 小節目から 38 小節目にかけては、クレッシェ












Ach,wer nimmt von meiner Seele 
Die geheime,schwere Last, 
Die,je mehr ich sie verhehle, 
Immer mächtiger mich faßt? 
 
Möchtest du nur endlich brechen, 
Mein gequältes,banges Herz! 
Findest hier mit deinen Schwächen, 


















Dort nur wirst du ganz genesen, 
Wo der Sehnsucht nichts mehr fehlt, 
Wo das schwesterliche Wesen 
Deinem Wesen sich vermählt. 
 
Hör es,Vater in der Höhe, 
Aus der Fremde fleht dein Kind: 
Gib,daß er mich bald umwehe, 
Deines Todes Lebenswind. 
 
Daß er zu dem Stern mich hebe, 
Wo man keine Trennung kennt, 
Wo die Geistersprache Leben 

















 ドイツの詩人、マックス・フォン・シェンケンドルフ Max von Schenkendorf(1783～





調性 拍子 速度記号 音楽形式 











C の箇所では、Fis-dur へ転調し、4 分の 3 拍子へと変化する。ここでは神への祈りが歌
われるが、天国への道を示すように右手では上昇形のアルペジオが常に奏でられている。
この祈りは、音域が極端に高くはなく、切迫した祈りというよりは穏やかな印象がある。

















作品 94≪Fünf Lieder≫ 
①Mit vierzig Jahren 
 
Mit vierzig Jahren ist der Berg ersteigen, 
Wir stehen still und schau’n zurück; 
Dort sehen wir der Kindheit stilles liegen 
Und dort der Jugend lautes Glück. 
 
Noch einmal schau,und dann gekräftigt weiter 
Erhebe deinen Wanderstab! 
Hin dehnt ein Bergesrücken sich,ein breiter,  
Und hier nicht,drüben geht’s hinab. 
 
Nicht atmend aufwärts brauchst du mehr zu steigen,  
Die Ebne zieht von selbst dich fort, 
Dann wird sie sich mit dir ummerklich neigen, 





















この詩はリュッケルトの死後、1883 年に出版されているが、実際作詩されたのは 1832 年











調性 拍子 速度記号 音楽形式 
h-moll 4 分の 4 拍子 Langsam(ゆっくりと) 通作歌曲 
A-B-A’-B’-A”-B”-C の形式 
 
A(第 1～6 小節)-B(第 7～14 小節)-A’(第 15～19 小節)-B’(第 20～26 小節)-A”(第 27～31
小節)-B”(第 32～34 小節)-C(第 35～44 小節) 
音楽形式は、変化有節歌曲にも近いが、最後の箇所に転調が見られ、節ごとにも細かく
音楽の変化が見られているため、通作歌曲と考える。C の箇所は 3 連目の最終行のみが当
てられているが、ここで H-dur へと転調している。3 回見られる A の箇所では、力強い符
点のリズムを伴って 1 音ずつ上昇する旋律線が、歌詞にある「Berg/山」を描写している
ようである。1 連目では、下の Fis まで音を下げており(第 6 小節)、さらにフェルマータを
伴い、一旦終止の形を見せる。これは、晩年を迎えた詩人の重い心の内の描写のようであ













て最後に 35 小節目から同主調である H-dur へと転調するが、この箇所では詩の最終行





②Steig auf,geliebter Schatten 
 
Steig auf,geliebter Schatten, 
Vor mir in toter Nacht, 
Und lab mich Todesmatten 
Mit deiner Nähe Macht. 
 
Du hast’s gekonnt im Leben, 
Du kannst es auch imTod. 
Sich nicht dem Schmerz ergeben, 
War immer dein Gebot. 
 
So komm!Still meine Tränen, 
Gib meiner Seele Schwung, 
Und Kraft dem welken Sehnen, 



























調性 拍子 速度記号 音楽形式 
es-moll 4 分の 3 拍子 Gehalten(音を保持して) A-B-A の 3 部形式 
 
A(第 1～15 小節)-B(第 16～25 小節)-A(第 26～41 小節) 
前奏のアルペジオは、f からのクレッシェンドで始まり、恋人を失った悲しみが非常に
強い感情として表される。2 つの A の箇所では、ピアノのバスと歌にそれぞれ 3 度で下降
する音型の掛け合いが連続して見られる。「3 度音程での連続というモチーフは、ブラーム
スの晩年の歌曲において“死”を象徴する時に使われた」1というように、のちに作曲され
る作品 121≪4 つの厳粛な歌≫においても、このモチーフが多く見られている。3 曲目の
＜おお死よ、おまえはなんと苦々しいことか＞(別冊 25 頁：譜例 11)において、このモチ
ーフは、es-moll の箇所で「死」に対して呼びかける時に使われる(第 1～2 小節、第 13～
14 小節)。ここは死を忌み嫌う箇所である。続く箇所では対称的に、es-dur へ転調し、「死」
への呼びかけは長 6 度の跳躍が見られ(第 20 小節、第 31～32 小節)、「死」を心地よいも
のとして受け入れ、解放感の溢れる音楽となっている。 
作品 94 の 2 において、3 度の下降の掛け合いで表現される「死」にも、同じく苦痛や深
                                                   
1Leon Botstein,The compleat Brahms : a guide to the musical works of Johannes 





B の箇所では、詩の 1 行目と 3 行目(第 16～17 小節、第 22～23 小節)において、一瞬恋
人を思い出して甘美な気持ちになったかのように、軽やかな 3 連符の音楽となる。特に第
16～17 小節は同時に Ges-dur の響きとなり、dolce の指示と共に希望が垣間見えるようで






③Mein Herz ist schwer 
 
Mein Herz ist schwer,mein Auge wacht, 
Der Wind fährt seufzend durch die Nacht; 
Die Wipfel rauschen weit und breit, 
Sie rauschen von vergangner Zeit, 
 
Sie rauschen von vergangner Zeit, 
Von großem Glück und Herzeleid, 
Vom Schloß und von der Jungfrau drin, 
Wo ist das alles,allse hin? 
 
Wo ist das alles,alles hin? 

















Der Wind fährt seufzend durch die Nacht, 








れている。詩の最初の行と最後の行が同一であると同時に、1 連目と 2 連目の最終行は、
次の連の 1 行目に繰り返されており、特徴的である。 
  
表 20 
調性 拍子 速度記号 音楽形式 




A(第 1～9 小節)-B(第 10～22 小節)-B’(第 23～34 小節)-A’(第 35～43 小節) 
音楽形式は、A(第 1 連 1、2 行目)-B(第 1 連 3、4 行目、第 2 連 1、2、3 行目)-B’(第 2 連







A の箇所の終わりから、拍子は 4 分の 6 拍子へと変わり、続く B の箇所では、これまで
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のオクターブでの激しい動きから、2 分音符と 4 分音符がどっしりと奏でられ、立ち並ぶ




い」という語句が高めの音域で 2 回繰り返され(第 29～32 小節)、失った若さに対する思い
が表現されているようである。 
A’では、再び冒頭と同じ旋律が静かに始まるが、テンポが徐々に遅くなるとともに最後
の行は重々しく 2 回繰り返される。2 度目の「Mein Herz ist schwer」(第 38～39 小節)で








Rosen brach ich nachts mir am dunklen Hage; 
Süßer hauchten Duft sie als je am Tage;  
Doch verstreuten reich die bewegten Äste 
Tau,der mich näßte. 
 
Auch der Küsse Duft mich wie nie berückte,  














Doch auch dir,bewegt im Gemüt gleich jenen,  
















調性 拍子 速度記号 音楽形式 






がメインであるが、2 連目では思い出の中の恋人が登場する。各連の 1 行目の音楽はまっ
たく同じものであるが、2 行目以降に変化が見られる。 
                                                   
1山口四郎『ドイツ詩を読む人のために』東京：都文堂、1982 年、138 頁。 
61 
 
1 連目の 2 行目(第 6 小節)には、2 つの小さなデクレッシェンドの表記があり、ばらの香




3 行目の箇所(第 8 小節、第 23 小節)では、短調の響きが見られ、官能的な雰囲気を醸し
出す。同時に、ピアノの右手にはスタッカートが見られ、歌詞にある「Tau/滴」や「Tränen/
涙」を表している。歌唱旋律は、2 連目のほうが音域が広くなっており、フレーズの最後
の 25 小節目では、五線の下の A まで音を下げている。20 小節目からの高揚した心が鎮め
られ、26 小節目の涙の描写へと静かに向かっていく様子が非常に美しい。さらに、1 連目









⑤Kein Haus,keine Heimat 
 
Kein Haus,keine Heimat, 
Kein Weib und kein Kind, 
So wirbl,ein Strohhalm, 









Well’auf und Well’nieder, 
Bald dort und bald hier; 
Welt,fragst du nach mir nicht, 







 フリードリヒ・ハルムの詩による。『In der Südsee/南太平洋にて』という物語からの詩
である。黒人の主人公が、彼の恋人を救うために自殺することを決心する場面の詩である。
最後の 2 行は、特に厭世感が漂う。 
  
表 22 
調性 拍子 速度記号 音楽形式 
d-moll 4 分の 3 拍子 Tempo giusto(正確なテンポで) 2 節からなる変化有節歌曲 
 
 全体で 20 小節から構成されており、ブラームスの歌曲作品の中で最も短い曲である。
特徴として、休符が多くピアノの左手のバスは常にオクターブの動きを見せていることが
挙げられる。この休符の効果で「家もなく、故郷もなく」という喪失感が一層際立ってい










作品 105≪Fünf Lieder≫ 
①Wie Melodien zieht es mir 
 
Wie Melodien zieht es  
Mir leise durch den Sinn, 
Wie Frühlingsblumen blüht es 
Und schwebt wie ein Duft dahin. 
 
Doch kommt das Wort und fasst es 
Und führt es vor das Aug’, 
Wie Nebelgrau erblaßt es 
Und schwindet wie ein Hauch. 
 
Und dennoch ruht im Reime 
Verborgen wohi ein Duft, 
Den mild aus stillem Keime 





























調性 拍子 速度記号 音楽形式 












それぞれの連の冒頭のフレーズは、3 つの 4 分音符で構成されたアウフタクトで始まっ
ており、音楽の推進力を高めているようである。また、全体を通して臨時記号を多く用い
ることによって、詩の言葉に応じた細かな転調がなされている。すべての連において、フ
レーズの始まりから 4 小節目(第 4、17、31 小節)には、ナポリの 6 度の和音が使われ、優
しい雰囲気を醸し出している。1 連目(第 12 小節)と 3 連目(第 43 小節)におけるフレーズの
最後は A-dur で終止するが、2 連目の終わり(第 25 小節)は fis-moll で終止している。2 節
目では、「香りのように漂う感情」を言葉にしたことによって色あせてしまう様子が描かれ
ているが、その失望感のようなものがこの転調によって表現されている。 
また、1、2 連目の歌唱旋律が 12 小節にわたって作曲されていたのに対して、3 連目は
16 小節にまで拡大されている。1、2 連目においては最終行のみが繰り返されていたが、3
                                                   
1 Eric Sams,The Songs of Johannes Brahms,p301. 
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②Immer leiser wird mein Schlummer 
 
Immer leiser wird mein Schlummer, 
Nur wie Schleier liegt mein Kummer 
Zitternd über mir. 
Oft im Traume hör ich dich 
Rufen drauß vor meiner Tür, 
Niemand wacht und öffnet dir, 
Ich erwach und weine bitterlich. 
 
Ja,ich werde sterben müssen, 
Eine andre wirst du küssen, 
Wenn ich bleich und kalt. 
Eh die Maienlüfte wehn, 
Eh die Drossel singt im Wald: 
Willst du mich noch einmal sehn, 


























調性 拍子 速度記号 音楽形式 
cis-moll 2分の 2拍子 Langsamund leise(ゆっくりと静かに) 通 作 歌 曲 形 式
A-B-A’-B’ 
 
A(第 1～14 小節)-B(第 15～24 小節)-A’(第 25～41 小節)-B’(第 42～53 小節) 
音楽形式は上記のようにも考えられるが、音楽に見られる多様な変化によって通作歌曲
のような形となっている。 
この曲は、前曲の＜歌の調べのように＞とともに 1886 年 8 月、ヘルミーナ・シュピー
スのために作曲されている。音楽学者であり、バリトン歌手でもあったマックス・フリー
ドレンダーMax Friedlaender 1 (1852～1934)によると、この作品の草稿には、「 In 
Erwartung Herminens」と書かれているが、これは 1840 年、ロベルト・シューマンが作








この曲は、cis-moll から始まり、最後には異名同音である Des-dur で終わる。前奏がな
く、ささやき入るように音楽が始まる。左手に見られる断続的な裏打ちのリズム(8 分休符
                                                   





1 連目最後の「weine bitterrich/さめざめと泣く」の箇所は 21 小節目から 23 小節目にか
けて 2 回繰り返されるが、1 度目では二点 Dis の音まで上がり、その和音とともに強い印
象を残す。しかし、2 度目のフレーズの最後には音域が下がり (第 24 小節)、その後のピ
アノは再び浅い眠りの描写を始め、女声の不安定な心情が見える。B’の箇所では、2 小節
ずつで E-dur(第 41、42 小節)→G-dur(第 43、44 小節)→B-dur(第 45、46 小節)と転調し、











Feins Liebchen，trau du nicht， 
Daß er dein Herz nicht bricht! 
Schön Worte will er geben， 
Es kostet dein jung Leben， 















ch werde nimmer froh， 
Denn mir ging es also: 
Die Blätter vom Baum gefallen 
Mit den schönen Worten allen， 
Ist Winterzeit，ist Winterzeit! 
 
Es ist jetzt Winterzeit， 
Die Vögelein sind weit， 
Die mir im Lenz gesungen， 
Mein Herz ist mir gesprungen 














アントン・ヴィルヘルム・フォン・ツッカルマーリョ Anton Wilhelm von 






調性 拍子 速度記号 音楽形式 
F-dur 4 分の 3 拍子 Einfach und ausdrucksvoll 
(素朴に、そして表情豊かに) 
3 節からなる有節歌曲 
                                                   
1Lucien Stark,A guide to the solo songs of Johannes Brahms(Bloomington : Indiana 














④Auf dem Kirchhofe 
 
Der Tag ging regenschwer und sturmbewegt,  
Ich war an manch vergeßnem Grab gewesen,  
Verwittert Stein und Kreuz,die Kränze alt,  
Die Namen überwachsen kaum zu lesen. 
 
Der Tag ging sturmbewegt und regenschwer,  
Auf allen Gräbern fror das Wort:Gewesen.  
Wie sturmestot die Särge schlummerten, 


























調性 拍子 速度記号 音楽形式 
c-moll 4 分の 3 拍子 Andante moderato 
(歩くような速さで、中庸に) 
A-B-A’-C の 4 部形式 
変化有節歌曲 
 
A(第 1～9 小節)-B(第 10～14 小節)-A’(第 15～25 小節)-C(第 26～36 小節) 
前奏のアルペジオは嵐を表すように激しく奏でられ、1 拍目にある 2 分音符の和音はそ
の凄まじさを表すように衝撃的に響く。A の箇所は、旋律は言葉の抑揚と合致し、レチタ
ティーボのような形で歌われる。B の箇所ではアルペジオは姿を消し、拍子は 4 分の 4 拍
子に変わり、さびれた墓地の情景を表す言葉が歌われる。ここでも朗々とした旋律線では
なく、言葉が先行する。歌のフレーズ終わりである 14 小節目の 2 拍目において短 9 の不
響和音が鳴り響き、そこから下降するアルペジオが、前奏と同じ嵐のような上昇形のアル
ペジオを引き起こしている。続く A’の箇所では、冒頭と同じような旋律線が見られるが、
22 小節目から 2 小節にわたってバスが不気味に半音階を奏で、24 小節目の「Gwesen/過
去」という下降形の旋律へとつながっていく。これまでは言葉の抑揚で音楽が進んできた
が、この語句は 4 拍分たっぷりと歌われて、印象的に強調される。第 26 小節からの C の
箇所では C-dur に転調し、再び 4 分の 4 拍子になる。第 26 小節 4 拍目から第 28 小節に
かけての歌の旋律のはじめの 6つの音が、J.Sバッハの＜マタイ受難曲＞の中の＜O Haupt 
voll Blut und Wunden/おお、血潮したたり、傷ついた御頭よ＞の旋律を模倣している。1 
一般的に苦痛を伴う「死」を「救済」としてみなす見解を持つ箇所に、ブラームスは同
                                                   




効果を感じることができる。最後の言葉の「Genesen/救済」(第 31～ 33 小節)が、「Gewesen/







Ich stand in einer lauen Nacht 
An einer grünen Linde， 
Der Mond schien hell，der Wind gingsacht， 
Der Gießbach floß geschwinde. 
 
Die Linde stand vor Liebchens Haus， 
Die Türe hört' ich knarren. 
Mein Schatz ließ sacht ein Mannsbild raus: 
»Laß morgen mich nicht harren; 
 
Laß mich nicht harren，süßer Mann， 
Wie hab' ich dich so gerne! 
Ans Fenster klopfe leise an， 
Mein Schatz ist in der Ferne!« 
 





















Du Schöner im Sammetkleide， 
Nun spute dich，du feiner Dieb， 
Ein Mann harrt auf der Heide. 
 
Der Mond scheint hell，der Rasen grün 
Ist gut zu unserm Begegnen， 
Du trägst ein Schwert und nickst so kühn， 
Dein Liebschaft will ich segnen!  
 
Und als erschien der lichte Tag， 
Was fand er auf der Heide? 
Ein Toter in dem Blumen lag 




















調性 拍子 速度記号 音楽形式 
















第 2 節 「低声のため」の歌曲に見られる独自性 
 

















「死」の要素が含まれるものとして作品 86 の 6＜死へのあこがれ＞、作品 94 の 1＜40
















へ、＜40 歳にして＞は、h-moll から H-dur へ、＜教会墓地にて＞は、c-moll から C-dur
への転調が見られた。 
これと同じような同主調への転調が、1869 年に作曲されたアルトと男声合唱のための作
品 53＜ラプソディ＞1でも見られている。この作品の音楽形式は A-B-C であり、ここでも
曲の最後の C において c-moll から C-dur への転調が見られる。A (4 分の 4 拍子)→B( 4 分
の 6 拍子)→C (4 分の 4 拍子)と拍子の変化と同時に、A(Adagio)→B(Poco Andante)→
C(Adagio)とテンポが変化している。 
＜ラプソディ＞の歌詞対訳は以下のとおりである。 
                                                   
1＜ラプソディ＞の歌詞は、ゲーテの『Harzreise im Winter/冬のハルツ紀行』の中の 5、







Aber abseits, wer ist's? 
Ins Gebüsch verliert sich sein Pfad, 
Hinter ihm schlagen 
Die Sträuche zusammen, 
Das Gras steht wieder auf, 
Die Öde verschlingt ihn. 
 
Ach, wer heilet die Schmerzen 
Des, dem Balsam zu Gift ward? 
Der sich Menschenhaß 
Aus der Fülle der Liebe trank! 
Erst verachtet, nun ein Verächter, 
Zehrt er heimlich auf 
Seinen eignen Wert 
In ung'nügender Selbstsucht. 
 
Ist auf deinem Psalter, 
Vater der Liebe, ein Ton 
Seinem Ohre vernehmlich, 
So erquicke sein Herz! 
Öffne den umwölkten Blick 
Über die tausend Quellen 
Neben dem Dürstenden 





























る。そして 3 連目では、その苦しみからの救いを求めて祈る姿が描かれている。1、2 連目
の絶望的な苦悩と、3 連目の救済が対称的であり、ブラームスはそこに同主調の転調を用



































14 章 13 節） 
 
Selig sind die Toten, diein dem Herrn sterben, von nun an. 
Ja der Geist spricht, das sie ruhen von ihrer Arbeit;  











                                                   
1『新改訳、中型聖書－引用・注付－』東京：日本聖書刊行会、1970 年、492 頁。 
79 
 
 また、≪4 つの厳粛な歌≫の 3 曲目＜おお死よ、おまえはなんと苦痛に満ちたことか＞
は、2 節の詩からなり、音楽形式は A-B の形で作曲されているが、この作品にも e-moll
から E-dur へと同主調への転調が見られる。前半は e-moll で、富める者にとっての死は
苦痛であると歌われる。後半では、貧しい者にとって死は喜びであると歌われるが、ここ
で E-dur へ転調している。この作品 121≪4 つの厳粛な歌≫(表 11)全体を見渡すと、1、2








































 比較対象として、詩の内容として共通するテーマが見られる、作品 106 の 5＜さすらい
人＞が挙げられる。苦悩の人生を歩んできた詩人が、自分の住処を求めてさまよう姿が描
かれているが、誰にも理解されないという思いを抱え、この作品にも厭世的な孤独感の雰

















曲が終わる。作品 94 の 3＜私の心は重く＞では、喪失感が歌われていた。重厚なバスの動
きが見られ、短調の中でものものしい雰囲気が醸し出されていた。この 2 曲を含む作品 94
では、曲中において「若さ」を表す言葉を繰り返す箇所が多く見られ、ブラームス自身の、
失った若さに対する情念が強く見えるようであった。 
さらに、作品 105 の 2＜まどろみはいよいよ浅く＞、作品 105 の 3＜嘆き＞は、失恋と
いう意味での喪失感を持つ。＜まどろみはいよいよ浅く＞では、前述のように「死」によ
って救済されているようでもあった。「低声のため」と指定がない作品で失恋の内容となっ




拍子で Sehr lebhaft und ungedultig(非常に生き生きと、急いで)とある。歌が始まると、




「nur die Eine soll von mir wander/一人の女性が私のもとから旅立たねばならない」と




民謡詩に付曲された＜別れ＞は、4 分の 3 拍子、F-dur で作曲されている。Anmutig 
bewegt(優雅に、動いて)と指示があり、穏やかな調性の中で淡々と別れた恋人への思いが
綴られている。4 節からなる有節歌曲で、強弱記号は p と pp に限られており、劇的な変
化はない。歌詞はシュヴァーベン地方の民謡であり、訛りが見られている。＜娘の歌＞は、
糸を紡ぐ娘たちと、その恋人たちが楽しそうに過ごす中、少女がひとり寂しく涙を流しな
がら糸を紡ぐ姿がある。h-moll、8 分の 3 拍子で、Leise bewegt(静かに動きをもって)とあ
る。ピアノは一貫して上昇形と下降形のアルペジオが繰り返され、悲しみに暮れながらも
延々と糸を紡ぐ姿が描写される。1、2 節は完全な有節歌曲、25 小節目から始まる 3 節で





































                                                   






恋を語り、忠告するような内容であった作品 105 の 3＜嘆き＞では、年上の女性の落ち着
きをアルトの声によって表現している。「低声のため」の歌曲における民謡調の歌曲は＜嘆
き＞のみであり、ここに低声の指定をしたのは、詩の人物の描写ということが考えられる。 
また、作品 105 の 2＜私のまどろみはいよいよ浅く＞も女性の視点から描かれた詩であ







詩の人物の性格描写という点で見ると、「低声のため」以外の作品では、作品 95 の 4＜


















見られた。例えば、作品 85 の 5＜沈潜＞のピアノのアルペジオは波の動きを、作品 94 の
3＜私の心は重く＞のピアノの連続したオクターブの動きは風のざわめきを、作品 105 の 4
＜教会墓地にて＞の冒頭からの激しい動きは吹きすさぶ風雨を描写していた。 
低声の歌曲で「自然」がメインテーマとなっていたものとして、作品 86 の 2＜野にひと
りいて＞が挙げられる。作品 86 と同時期に作曲された作品 85(表 5)は、「自然」がテーマ
になっているものが多く、民謡詩が使われている 3、4 曲目以外は自然風景の描写がメイ
ンとなっている。作品 85 の 1＜夏の夕べ＞では、夏の夜の非常に美しく幻想的な描写がな
されており、作品 85 の 2＜月の光＞ではその情景に静かに癒されていく詩人の姿がある。
作品 85 の 5＜春の歌＞は春の喜びが、自然風景の中で生き生きと描かれ、作品 85 の 6＜
森のしじまに＞は、寂寥感を伴う風景の中、森でひと時を過ごす恋人たちの姿が描かれる。 








せる。作品 85 の 5＜春の歌＞は、ゆっくりとしたテンポであった前述の 3 曲と異なり、





























第 3 節 作品 91≪Zwei Gesänge/2 つの歌≫ 
 
第 3 節では、作品 91≪2 つの歌≫について考察する。この作品は、アルトというひとつ
の声に限定された歌曲であると同時に、唯一のオブリガード楽器を伴う歌曲であり、ブラ
ームスの作品の中でも異彩を放っている。 
















品は 2 曲ともブラームスが夫妻のために作曲したと言える。 
 
                                                   





In goldnen Abendschein getauchet, 
Wie feierlich die Wälder stehn! 
In leise Stimmen der Vöglein hauchet 
Des Abendwindes leises Weh’n. 
Was lispeln die Winde,die Vögelein? 
Sie lispeln die Welt in Schlummer ein. 
 
Ihr Wünsche,die ihr stets euch reget 
Im Herzen sonder Rast und Ruh! 
Du Sehnen,das die Brust beweget, 
Wann ruhest du,wann schlummerst du? 
Beim Lispeln der Winde,der Vögelein, 
Ihr sehnenden Wünsche,wann schlaft ihr ein? 
 
Ach,wenn nicht mehr in gold’ne Fernen 
Mein Geist auf Traumgefieder eilt, 
Nicht mehr an ewig fernen Sternen 
Mit sehnendem Blick mein Auge weilt; 
Dann lispeln die Winde,die Vögelein 





























ど多くの作曲家が作曲しているが、ブラームスの歌曲作品では、作品 94 の 1＜40 歳にし





この詩はもともと 4 連からなっており、リュッケルトの原詩には以下の部分が 3 連目と
して存在している。 
 
Was kommtgezogen auf Traumesflügeln? 
Was wehtmich an so bang,so hold? 
Eskommtgezogen von fernenHügeln, 
Es kommt auf bebendem Sonnengold. 
Wohl lispeln die Winde,die Vögelein: 





















調性 拍子 速度記号 音楽形式 
D-dur 4 分の 2拍子 Adagio espressivo(ゆるやかに表情豊かに) A-B-A’ 
 


























そして 54 小節から再び「ささやき」を描写する音楽となり、D-dur の明るい響きで穏やか
な雰囲気になるものの「ihrsehnendenWünsche,wannschlaftihrein?/あこがれる欲望よ、
いつ眠りにつくのか」(第 59～61 小節)という部分では d-moll に戻り、どこか緊張感を伴う
音楽の中での問いかけとなる。 
 A’の箇所からは前半の再現となるが、1 度目とは異なり、66 小節目でヴィオラは倍に伸




3 度目の「ささやき」の音楽が現れる。1 連目では「in Schlummer/眠り」(第 33～36 小節)、
2 連目では「wann schlaft ihr/おまえはいつ眠るのか」(第 60～63 小節)という言葉がそれ
ぞれ繰り返されていて「眠り」が強調されていた。しかし、3 連目ではどの言葉も繰り返す
ことなく、「mit meinem Sehnen mein Leben ein/私のあこがれ、命とともに」という、詩
の最終行の箇所に長い音価が与えられている。1、2 連目が、言葉の繰り返しを含めて 11
小節であったのに比べ、3 連目では繰り返しはなく、12 小節間にわたってたっぷりと歌わ
れる。特に「Sehnen/あこがれ」、「Leben/命」という単語にはそれぞれ 3 拍、4 拍分の音価
が与えられており、一際思いが込められている。それに続く後奏は、37 小節目から見られ

















Die ihr schwebet 
Um diese Palmen 
In Nacht und Wind, 
Ihr heiligen Engel, 
Stillet die Wipfel! 
Es schlummert mein Kind. 
 
Ihr Palmen von Bethlehem 
Im Windesbrausen. 
Wie mögt ihr heute 
So zornig sausen! 



















Euch leis‘ und lind; 
Stillet die Wipfel! 




Ach,wie so müd‘er ward 
Vom Leid der Erde. 
Ach,nun im Schlaf ihm 
Leise gesäntigt 
Die Qual zerrinnt, 
Stillet die Wipfel! 




Womit nur deck’ich 
Des Kindleins Glieder! 
O,all’ihr Engel, 
Die ihr geflügelt 
Wandelt im Wind, 
Stillet die Wipfel! 




































は既に演奏されていた可能性が高いが、公的な初演は 1885 年 1 月 30 日、クレフェールド
のジングフェラインのチャリティーコンサートにおいて、アウグスト・ホーエンシルト










調性 拍子 速度記号 音楽形式 





                                                   









「Stillet die Wipfel/梢を静めてください」と願いを込める箇所(第 25～26 小節)では、和声
は一瞬短調の色彩を感じさせ、子を守る母親の不安が垣間見えるようであるが「Es 
schlummert mein Kind/わが子が眠っているのです」(第 27～33 小節)という部分ではまた
穏やかな F-dur へと戻る。 




74 小節目からの C の部分は、この曲において最も内容が重く、のちのイエスの受難を感
じさせる。f-moll へ転調し、ヴィオラの半音階を用いた 8 分音符の下降音型が悲劇的に響く。
8 分の 6 拍子から 4 分の 3 拍子へと変わるが、特にテンポ指定はされてない。しかし、受難
を思わせる悲痛さと深刻さを伴う歌詞のため、若干重い雰囲気の表現がふさわしいと考え
る。74、76、78、82、83 小節目の歌唱旋律において繰り返し見られる同一の音型が、痛ま
しさを増しているようである。また、ピアノの 3 連符とヴィオラの 8 分音符のずれから起
こる絡み合いも効果的に厳しい雰囲気を作り出す。さらに「müd/疲れた」「Leid/苦しみ」
という語をブラームスは 3 回ずつ繰り返して強調している。     
90 小節目からはまた A に戻り、再び優しい子守唄の音楽が繰り返される。96 小節目の
「Qual/苦痛」は、1 節目の「Nacht」と同じ短調の和音が当てられている。続く 117 小節
目からの 2 回目の B の箇所においては、1 度目の B の箇所では見られなかった poco agitato
96 
 
の指示が見られる。1 度目は、第 44～49 小節において poco cresc.の表記があり、50 小節
目に mf まで到達するが、すぐに dim.の指示がある。これに対応する 2 度目の箇所は、121








③作品 91 におけるアルトらしさ 
  
前述の通り、この作品はヨアヒム夫妻のために作曲されたと言える。2 曲目の＜宗教的な









作品 91 の 2 つの作品は、一見して相互間に詩の内容の関連はない。歌詞の時代設定に関
                                                   
1Beatrix Borchard,“Brahms-3 Lieder.Amalie Joachim als Brahms-Interpretion”in 































16 曲の低声の歌曲で見られたのは、作品 105 の 3＜嘆き＞の、ツッカルマーリョ自作の民
謡風の詩のみであった。一方、同時期の「低声のため」以外の歌曲には民謡詩を使用した
ものが多く見られる。1878 年近辺に作曲された作品 85 の中の 2 曲(表 5)、1884 年に作曲
された作品 95(表 6)には 3 曲の民謡詩が含まれている。また、1885 年までに作曲された作











る。作品 96(表 7)は 4 曲中 3 曲がハイネの詩によるものであり、4 曲いずれも恋愛詩である。
そのほかにも、演奏機会の多い作品 97 の 1＜ナイチンゲール＞、作品 106 の 1＜セレナー
デ＞などもここに含まれる。一方、「低声のため」の歌曲で、いくつか見られた恋愛詩は、
作品 105 の 2＜私のまどろみはいよいよ浅く＞に見られるような大きな悲壮感を伴った作
品や、作品 86 の 1＜テレーゼ＞のような詩の登場人物の性格描写のために低声が用いられ
た作品であった。作品 85 の 5＜沈潜＞のみ、情熱的な愛情が描かれていたが、その他で純
粋に恋愛の幸せや美しさを歌ったような作品は見られなかった。 
続いて音楽的特徴であるが、「低声のため」の歌曲のテンポを見ると、遅く設定されたも
のが目立った。全 16 曲中、「Langsam/ゆっくりと」という指示を含むものが 7 曲ある。情
熱的な雰囲気を持つ作品 86 の 5＜沈潜＞でも、「doch nicht zurasch/しかし急がずに」との
99 
 
指示があり、吹きすさぶ風を描写するような動きをピアノパートに持つ作品 94 の 3＜私の
心は重く＞では「doch nicht schnel/しかし速くなく」と指示が見られた。「低声のため」の
歌曲で、動きを示す「bewegt」の指示があったのは 3 曲であった。 
一方、「低声のため」以外の歌曲(表 5 から表 10)において、「Langsam」の表記が見られ
たものは全 33 曲中 6 曲であった。「低声のため」の歌曲では少なかった「bewegt」を含む
ものが 7 曲見られている。さらに、「低声のため」の歌曲では見られなかった「Lebhaft/生
き生きと」の表記は 6 曲に、「Schnell/速く」や「Aregretto/やや速く」はそれぞれ 2 曲ず
つに見られている。 
調性は、「低声のため」の歌曲では全 16 曲中、長調が 7 曲、短調が 9 曲であった。一方
「低声のため」以外の歌曲では、全 33 曲中、19 曲が長調、14 曲が短調となっている。若









あった。作品 91 の≪2 つの歌≫や、作品 86 の 2＜野にひとりいて＞、作品 94 の 4＜サッ
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